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司
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耐暑

は
じ
め
に
一
問
題
の
所
在
と
本
論
文
の
課
題

　
本
論
文
は
前
稿
並
び
に
前
々
稿
に
引
き
紡
説
、
人
権
の
実
効
的
実
現
と
司
法
権
の
変
容
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
代
ド
イ
ツ
憲
法
学
お

よ
び
（
民
事
）
訴
訟
法
学
の
議
論
を
素
材
と
し
、
当
該
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
憲
法
学
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
学
の
議
論
を
も
視
野
に
入

れ
、
そ
の
批
判
的
検
討
を
通
じ
て
実
体
的
基
本
権
と
手
続
的
基
本
権
と
の
総
合
的
把
握
の
意
義
、
必
要
性
を
憲
法
的
救
済
理
論
の
観
点

か
ら
検
証
し
、
続
い
て
憲
法
学
上
の
司
法
過
程
論
の
構
築
の
可
能
性
を
探
り
、
そ
れ
を
展
望
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
設
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
以
下
本
稿
で
は
前
記
実
体
的
基
本
権
と
手
続
的
基
本
権
と
の
総
合
的
把
握
の
意
義
の
考
察
を
受
け
て
、
先
ず
裁
判
を
受
け
る
権
利
あ

る
い
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
付
与
（
供
与
）
請
求
権
（
冒
ω
欝
ひ
q
①
≦
警
「
§
α
q
ω
p
・
房
只
⊆
魯
。
α
㊦
「
言
ω
け
凶
N
ぴ
q
①
評
言
建
拐
只
9
7
）
の
意
義
に

つ
き
検
討
し
、
と
り
わ
け
日
本
に
お
け
る
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
憲
法
構
造
上
の
再
構
成
の
可
能
性
を
探
り
、
他
方
に
お
い
て
基
本
権

の
国
際
的
保
障
の
動
向
に
着
目
し
、
基
本
権
保
障
の
規
模
の
拡
大
の
可
能
性
を
探
り
、
日
本
に
お
け
る
基
本
権
保
障
と
国
際
人
権
条
約

と
の
関
係
の
実
態
を
検
証
し
、
そ
の
克
服
す
べ
き
課
題
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
人
権
（
基
本
権
）

保
障
に
お
け
る
司
法
（
権
）
の
役
割
を
再
確
認
な
い
し
再
検
討
し
、
さ
ら
に
現
代
的
な
課
題
、
要
請
に
対
応
し
た
司
法
権
観
念
の
構
築

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
こ
と
と
同
時
に
権
利
救
済
の
観
点
か
ら
憲
法
学
上
の
司
法
過
程
論
の
枠
組
の
構
築
の
可
能
性

を
模
索
す
る
こ
と
も
学
説
や
判
例
理
論
に
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
も
と
に
議
論

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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（
1
）
　
宇
都
宮
純
｝
「
『
司
法
権
の
観
念
』
論
－
司
法
の
機
能
の
原
点
に
立
返
っ
て
一
」
法
学
第
五
七
巻
第
六
号
（
平
成
六
年
｝
月
）
「
頁
以
下
、
同
「
『
司
法

　
権
の
観
念
』
論
（
続
）
一
司
法
の
機
能
の
原
点
に
立
返
っ
て
一
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
第
こ
二
巻
第
三
・
四
号
（
平
成
八
年
三
月
）
こ
＝
頁
以
下
。

二

裁
判
を
受
け
る
権
利
と
司
法
付
与
（
供
与
）
請
求
権
の
観
念

　
1
一
実
体
的
基
本
権
の
規
範
的
内
実
を
め
ぐ
っ
て
一

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
裁
判
を
受
け
る
権
利

「司法権の観念」論（再続）（一一）

　
の
制
定
過
程
概
観

　
日
本
国
憲
法
は
第
三
二
条
に
お
い
て
「
何
人
も
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
」
と
規
定
し
、
同
法
第
三
七

条
一
項
と
重
複
す
る
形
で
受
動
的
な
表
現
を
用
い
た
裁
判
に
関
す
る
一
般
的
規
定
を
置
き
、
同
法
第
三
一
条
と
合
わ
せ
て
裁
判
手
続
の

基
本
原
則
を
定
め
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
憲
法
規
定
は
周
知
の
よ
う
に
、
直
接
的
に
は
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

草
案
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
制
定
過
程
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
紆
余
曲
折
を
経
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
過
程
の
大
部
分
は
既
に
制
定
資
料
の
公
開
等
に
よ
り
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
煩
を
厭
わ
ず
こ
れ
を
概
観
し
て
み
る
な
ら
ば

次
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
占
領
軍
総
司
令
部
民
政
局
の
中
に
、
そ
れ
ぞ

れ
各
項
目
ご
と
に
起
草
に
あ
た
る
小
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
運
営
委
員
会
が
総
轄
す
る
と
い
う
体
制
が
と
ら
れ
た
が
、
「
司
法

上
の
権
利
」
を
担
当
し
た
の
は
人
権
に
関
す
る
小
委
員
会
で
あ
る
。
同
筆
委
員
会
は
人
権
の
章
に
つ
い
て
第
一
次
及
び
第
二
次
試
案
を

作
成
し
た
が
、
さ
ら
に
第
二
次
試
案
は
修
正
を
施
さ
れ
て
第
三
次
試
案
と
も
い
う
べ
き
も
の
へ
と
展
開
し
て
鳳
祝
。
第
一
次
、
第
二
次
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説論

の
両
試
案
と
も
四
つ
に
区
分
さ
れ
、
第
二
次
試
案
の
第
四
の
節
は
「
司
法
上
の
権
利
⇔
＜
．
一
⊂
二
目
出
O
＞
ピ
閑
一
〇
＝
↓
ω
）
と
い
う
節
全
体

の
標
題
を
も
つ
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
第
一
次
試
案
で
は
節
全
体
の
標
題
は
な
く
、
各
条
文
の
見
出
し
と
し
て
。
．
〉
閑
菊
国
ω
↓
”
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

．
．
ω
国
〉
菊
O
匡
陣
Q
っ
田
N
d
勾
国
、
、
と
い
う
標
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
第
二
次
試
案
で
は
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
試
案

は
今
日
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ウ
エ
ル
文
書
」
（
高
柳
・
大
友
・
田
中
編
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
1
』
所
収
）
や
「
ハ
ッ
シ
文
書
」
（
＝
ζ
ω
ω
①
団

勺
鋤
9
「
。
。
）
に
お
い
て
閲
読
可
能
で
あ
る
が
、
現
行
憲
法
第
三
一
、
三
二
条
に
相
当
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
り
、

特
に
第
三
二
条
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
第
一
試
案
と
第
二
試
案
と
の
間
に
違
い
は
な
い
。

　
Z
o
℃
①
誘
。
昌
ω
げ
9
。
一
一
げ
㊦
匹
8
誌
く
①
価
。
＝
罵
ρ
鵠
σ
①
「
q
o
噌
O
δ
U
①
詳
《
①
×
6
8
け
g
。
8
0
a
ぎ
伽
q
8
0
「
0
8
α
二
「
①
ω
①
ω
8
げ
嵩
ω
冨
α
げ
《
曄
①

望
卑
ニ
コ
α
①
噌
豊
凶
ω
8
昌
ω
障
二
二
〇
コ
昌
。
「
。
。
ゴ
凶
＝
蝉
昌
《
℃
①
「
ω
o
昌
σ
①
9
三
①
α
毎
①
二
ひ
q
窪
o
h
潜
O
需
巴
8
昏
①
8
鐸
二
ω
．
（
＝
⊆
ω
ω
⑦
《
℃
鋤
℃
①
「
ρ

卜。

竄
n
歯
山
伊
第
一
次
試
案
）

　
Z
o
O
①
「
ω
8
ω
冨
＝
げ
①
山
8
二
く
①
匹
。
｛
一
計
P
o
「
＝
げ
①
「
蔓
【
o
「
O
「
o
冨
q
】
昌
。
「
ω
7
鋤
＝
彗
《
O
窪
目
「
蔓
げ
①
凶
ヨ
B
ω
巴
Φ
×
8
讐

碧
8
乙
ヨ
σ
q
8
℃
8
8
α
霞
①
ω
①
ω
鉦
三
δ
げ
巴
げ
《
窪
①
∪
凶
9
”
昌
。
「
ω
ゴ
巴
一
負
ρ
嵩
《
℃
臼
。
。
o
昌
σ
Φ
創
①
三
巴
島
〇
二
σ
q
耳
。
噛
拶
も
二
巴
け
0
9
①

o
o
霞
3
（
第
二
次
試
製
）

　
以
上
の
よ
う
に
第
二
次
（
及
び
第
三
次
）
試
案
の
段
階
で
は
、
法
定
の
手
続
の
保
障
と
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
は
同
じ
条
文
の
中
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
二
次
試
案
は
「
何
人
も
国
会
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
ず
に
、
そ
の
生
命
、
自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
何
人
も
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」
と
惣
既
、
こ
の
起
草
案
に
対
し
て
ペ
ン
書
き

に
よ
る
修
正
が
施
さ
れ
、
そ
の
未
尾
に
続
け
て
「
ま
た
は
い
か
な
る
刑
罰
も
科
せ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（
第

三
次
試
案
）
。

　
こ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
案
文
が
そ
の
ま
ま
一
つ
の
独
立
の
条
文
と
し
て
一
九
四
六
年
二
月
一
三
日
の
総
司
令
部
案
（
マ
ッ
カ
ー
サ
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1
草
案
）
第
三
二
条
と
な
る
。
そ
の
条
文
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
〉
「
ユ
9
①
×
×
×
一
一
Z
o
O
Φ
屋
0
5
ω
7
巴
一
σ
①
血
①
震
凶
く
Φ
低
o
h
一
一
♂
o
『
一
一
σ
①
詳
ざ
p
o
「
の
7
餌
一
一
き
《
o
「
凶
ヨ
ぎ
巴
O
Φ
謬
9
Ω
一
な
σ
①
属
託
℃
o
ω
o
F

①
×
o
①
良
匠
o
o
a
貯
σ
q
8
0
「
o
α
①
血
二
お
ω
①
ω
B
げ
一
一
筈
①
鳥
ξ
R
ぴ
①
∪
断
①
ρ
昌
。
「
ω
7
凶
＝
山
ξ
需
噌
ω
8
σ
①
亀
①
艮
①
飢
9
⑦
「
剛
α
q
ぽ
o
h
山
℃
冒
①
巴
8

9
①
6
0
＝
嵩
q
◎
●

　
こ
の
第
三
二
条
が
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
「
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
」
を
規
定
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
法
定
の
手
続
の
保

障
と
同
じ
条
文
の
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
現
存
の
制
定
資
料
か
ら
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
因
み
に
同

条
文
の
当
時
の
外
務
省
訳
は
、
．
3
①
二
σ
q
耳
O
h
巷
罵
巴
8
昏
①
8
霞
目
。
。
．
、
を
「
裁
判
所
二
上
訴
ヲ
提
起
ス
ル
権
利
」
と
訳
し
て
い
る
。
同

条
は
い
わ
く
、

　
「
第
三
十
二
条
何
人
モ
国
会
ノ
定
ム
ル
手
続
尊
墨
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
ノ
生
命
若
ハ
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
刑
罰
ヲ
三
下
ラ
ル
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
又
何
人
モ
裁
判
所
二
上
訴
ヲ
提
起
ス
ル
権
利
ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
」

「司法権の観念」論（再続）（一）

　
日
本
側
（
特
に
佐
藤
達
夫
氏
ら
）
は
当
時
、
た
と
え
ば
法
定
の
手
続
の
保
障
を
定
め
る
条
文
（
現
行
規
定
に
い
う
「
法
律
の
定
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
」
）
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
に
は
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
総
司
令
部

の
起
草
委
員
会
の
側
で
は
後
に
み
る
よ
う
に
「
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
」
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
U
d
国
℃
閃
○
○
国
ω
ω
O
閃
ピ
〉
芝
と

理
解
し
て
い
た
と
推
量
せ
し
め
る
記
述
が
前
記
＝
二
ω
ω
①
《
℃
餌
冨
「
ω
に
存
在
す
る
。

　
さ
て
先
の
総
司
令
部
案
を
も
と
に
日
本
案
の
起
草
が
佐
藤
達
夫
氏
（
当
時
（
内
閣
）
法
制
局
第
一
部
長
）
に
下
命
さ
れ
る
が
、
こ
の

起
草
作
業
の
結
果
、
「
司
法
上
の
人
権
」
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
総
司
令
部
案
の
よ
う
に
く
わ
し
い
条
文
を
設
け
た
立
法
例
は
あ
ま

り
見
た
こ
と
が
な
く
、
他
の
部
分
と
バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
詳
細
に
過
ぎ
た
規
定
と
評
価
さ
れ
、
取
捨
選
択
が
加
え
ら
れ
、
在
来
の
よ
う

49 23巻1号



説論

な
簡
単
な
規
定
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
三
月
二
日
案
」
（
佐
藤
達
夫
試
案
）
が
作
成
さ
れ
る
。
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
佐
藤
達
夫
氏
は
二
月

二
八
日
の
松
本
国
務
大
臣
と
の
第
一
回
打
ち
合
わ
せ
の
直
前
に
「
初
草
（
但
し
第
四
章
及
第
五
章
ヲ
欠
ク
）
」
を
ま
と
め
上
げ
、
こ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

月
二
八
日
の
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
に
基
づ
い
て
訂
正
を
加
え
、
さ
ら
に
第
四
章
と
第
五
章
を
付
加
し
た
「
第
二
稿
」
を
作
成
し
て
い
る
。

総
司
令
部
案
の
第
三
二
条
は
「
初
稿
」
で
は
後
段
部
分
が
第
一
九
条
に
、
前
段
部
分
は
第
二
〇
条
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「
第
二
稿
」
で
は
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
第
二
八
条
と
第
二
九
条
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
先
ず
二
月
二
八
日
の
第
一
回
会
合

の
直
前
に
作
成
さ
れ
た
「
初
稿
」
の
第
一
九
条
と
第
二
〇
条
の
規
定
、
次
に
二
月
二
八
日
の
松
本
国
務
大
臣
と
の
会
合
の
後
、
訂
正
し

推
敲
し
て
作
成
さ
れ
た
「
第
二
稿
」
の
第
二
八
条
と
第
二
九
条
の
規
定
を
示
す
と
（
第
三
章
の
標
題
は
い
ず
れ
の
稿
も
「
第
三
章
　
国

民
（
日
本
国
人
）
ノ
権
利
及
義
務
」
と
な
っ
て
い
る
）
、
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「
第
十
九
条
　
国
民
ハ
正
当
ナ
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
玉
酒
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
第
二
十
条
　
国
民
ハ
法
律
二
依
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
其
ノ
生
命
若
ハ
身
体
ノ
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
処
罰
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
リ

　
残
虐
ナ
ル
刑
罰
ハ
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

　
何
人
ト
錐
モ
（
国
民
ハ
）
適
法
ノ
行
為
二
歩
後
日
遡
及
シ
テ
処
罰
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
初
稿
）

　
「
第
二
十
八
条
　
凡
テ
ノ
国
民
ハ
法
律
ノ
定
ム
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。

第
二
十
九
条
　
凡
テ
ノ
国
民
ハ
法
律
幽
思
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
其
ノ
生
命
若
ハ
身
体
ノ
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
処
罰
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ

シ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

残
虐
ナ
ル
刑
罰
ハ
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

何
人
ト
錐
モ
適
法
ノ
行
為
二
付
後
日
遡
及
シ
テ
処
罰
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」
（
第
一
煎
）



「司法権の観念」論（再続）（一）

　
こ
の
「
第
二
稿
」
に
つ
い
て
三
月
｝
日
に
第
二
回
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
訂
正
が
加
え
ら
れ
、
日
本
案
と
し
て
案
文
を

整
理
し
て
前
記
「
三
月
二
日
案
」
が
作
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
で
は
総
司
令
部
案
の
第
三
一
条
、
第
三
五
条
や
第
三
六
条
中
の
「

部
が
除
外
さ
れ
、
半
夏
三
七
条
「
項
が
第
三
二
条
後
段
（
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
を
定
め
る
規
定
）
及
び
第
三
六
条
一
項
と
合
わ
せ

て
一
つ
の
独
立
の
条
文
（
後
記
第
二
十
七
条
）
に
統
合
さ
れ
る
。
既
に
前
記
「
第
二
稿
」
の
段
階
で
「
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
」
あ

る
い
は
「
裁
判
所
二
上
訴
ヲ
提
起
ス
ル
権
利
」
（
外
務
省
訳
）
と
い
う
表
現
が
「
法
律
ノ
定
ム
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
」
に
変

　
　
　
　
（
9
）

更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
司
令
部
案
第
三
二
条
前
段
は
同
第
三
五
条
の
一
部
と
統
合
さ
れ
て
一
つ
の
条
文
（
後
記
第
二
十
八
条
）
と

な
り
、
他
の
手
続
規
定
に
前
置
さ
れ
る
形
と
な
る
。
「
三
月
二
日
案
」
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
は
い
わ
く
、

　
　
「
第
二
十
七
条
　
凡
テ
ノ
国
民
ハ
法
律
ノ
定
ム
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ

　
　
第
二
十
八
条
　
凡
テ
ノ
国
民
ハ
法
律
二
宮
ル
ニ
非
ズ
シ
テ
其
ノ
生
命
若
ハ
身
体
ノ
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
処
罰
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
残
虐
ナ
ル
刑
罰
ハ
之
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱒
）

　
こ
の
「
三
月
二
日
案
」
に
つ
い
て
は
今
日
二
つ
の
英
訳
文
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
三
月
四
日
に
総
司
令
部
に
お
い
て
長
谷
川

元
吉
及
び
小
畑
薫
良
の
両
外
務
省
嘱
託
と
総
司
令
部
側
の
将
校
等
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
英
訳
文
で
あ
り
、
そ
の
二
は
昭
和
二
三
（
一

九
四
八
）
年
四
月
頃
に
総
司
令
部
民
政
局
次
長
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
陸
軍
大
佐
の
依
頼
に
よ
り
日
本
側
で
翻
訳
、
提
出
し
た
言
わ
ば
「
後
日

版
の
英
訳
文
」
で
あ
る
。
以
下
に
先
ず
前
者
の
英
訳
文
の
第
二
七
条
並
び
に
第
二
八
条
を
示
す
と
、

　
　
》
「
二
〇
一
Φ
×
×
＜
一
一
．
Z
o
9
「
ω
o
コ
。
。
9
一
一
9
血
8
「
凶
く
巴
。
｛
け
7
①
二
ぴ
q
鐸
8
げ
㊦
三
巴
げ
《
g
ρ
冒
α
σ
q
①
頁
。
＜
こ
巴
8
「
ξ
訂
≦
・

　
　
〉
島
。
一
①
×
×
＜
日
’
Z
o
需
「
q
。
8
ω
冨
＝
げ
①
α
①
只
曲
く
巴
。
｛
ゴ
凶
ω
嵩
｛
Φ
o
「
駕
「
ω
o
轟
＝
「
①
Φ
畠
。
ヨ
。
『
び
①
O
琶
目
溢
巴
①
×
8
冥
四
匂
自

　
寓
。
＜
δ
巴
♂
「
9
冨
ξ
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説tA
肖胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
「
ロ
①
一
℃
¢
菖
ω
7
ヨ
①
艮
。
。
7
巴
一
昌
9
σ
①
凶
ヨ
℃
o
ω
a
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
＝
。
自
ω
醸
℃
鋤
冨
誘
b
の
①
－
O
－
卜
。
－
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
次
に
後
者
の
英
訳
文
は
「
憲
法
改
正
草
案
要
綱
」
の
公
式
訳
か
ら
遡
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
三
月

二
日
案
」
の
い
わ
ゆ
る
「
後
日
版
の
英
訳
文
」
に
つ
い
て
は
「
外
務
省
記
録
」
（
リ
ー
ル
）
に
そ
の
英
訳
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
以

下
に
そ
れ
を
示
す
と
、
（
但
し
日
付
は
一
九
四
六
年
三
月
四
日
と
な
っ
て
お
り
、
同
記
録
の
目
次
に
「
政
府
案
（
第
一
次
）
（
三
月
四
日
）

∪
閑
〉
閃
↓
O
O
2
Q
∩
↓
肩
ご
↓
一
〇
2
0
男
｝
〉
℃
＞
Z
（
固
目
Q
∩
↓
O
O
＜
自
門
Z
ζ
団
Z
↓
】
）
閃
》
嘱
目
）
£
ζ
母
0
7
一
逡
9
と
表
記
さ
れ
て
い

る
。
）
、

　
〉
「
二
色
①
卜
。
N
　
≧
一
9
9
①
需
。
豆
①
鴇
巴
一
コ
9
げ
0
9
三
a
一
げ
①
ユ
α
q
耳
跨
げ
Φ
三
巴
σ
蜜
9
①
U
⊆
血
σ
q
①
ω
飴
。
D
O
「
①
ω
6
「
貯
巴
ぴ
《
一
餌
≦
．

　
〉
三
〇
剛
㊦
卜
。
。
。
．
≧
一
〇
h
9
①
需
○
豆
①
ω
7
巴
一
コ
9
σ
①
血
8
二
＜
①
自
。
暁
＝
｛
Φ
o
「
＝
げ
①
【
蔓
》
コ
。
「
。
D
7
9
。
＝
9
・
ロ
《
〇
ニ
ヨ
ぎ
巴
O
窪
巴
け
《
σ
①

ぎ
ロ
。
ω
①
O
⊆
0
8
9
Φ
ヨ
・
①
×
o
Φ
℃
8
0
0
0
「
臼
昌
σ
q
ε
一
白
≦
・
Z
o
o
「
二
①
一
陰
三
ω
げ
ヨ
Φ
三
ω
σ
o
ぎ
h
一
睡
暮
Φ
α
．
（
外
務
省
記
録
幻
－
Z
o
・
〉
と
O
㊤
b
。
矯

－
〉
．
ω
』
』
■
b
。
山
－
と
ω
轟
8
心
ω
・
な
お
同
じ
英
訳
文
は
、
＝
¢
ω
ω
①
《
℃
帥
冨
冨
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
＝
二
ω
ω
①
《
℃
碧
臼
ρ
卜
。
①
－
O
山
①

ム
鴇
切
．
）

　
こ
の
「
三
月
二
日
案
」
の
第
二
十
七
条
の
規
定
は
、
そ
の
規
定
の
仕
方
か
ら
み
る
と
一
八
世
紀
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
憲
主
義
諸

国
の
人
権
宣
言
や
憲
法
典
に
み
ら
れ
る
「
法
律
上
の
裁
判
官
」
の
保
障
を
定
め
た
も
の
、
い
わ
ば
「
大
陸
法
的
な
裁
判
を
受
け
る
権
利

　
　
　
　
　
（
惚
）

を
保
障
し
た
も
の
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
大
陸
法
的
な
伝
統
を
継
受
し
た
明
治
憲
法
の
第
二
四
条
の
規
定
「
日

本
臣
民
ハ
法
律
下
定
メ
タ
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
ヲ
奪
ハ
ル
・
コ
ト
ナ
シ
」
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
前
記
二
つ
の
英
訳
文
の
双
方
に
も
同
様
の
趣
旨
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
総
司
令
部
案
の
起
草
者
た
ち
の
起
草
意
図
と
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
今
一
つ
資
料
が
乏
し
く
確
定
で
き
な
い
が
、
総
司
令
部
案
を
簡
略
化
し
た
「
三
月
二
日
案
」
に
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「司法権の観念」論（再続）（　）

つ
い
て
は
、
司
法
上
の
人
権
は
詳
細
な
保
障
規
定
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
総
司
令
部
側
の
意
向
に
よ
っ
て
、
そ
の
案
は
全
面
的
に
斥
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
三
月
二
日
案
」
が
日
本
案
と
し
て
閣
議
に
付
さ
れ
な
い
ま
ま
一
九
四
六
年
三
月
四
日
に
総
司
令

部
に
提
出
さ
れ
、
こ
の
日
本
案
に
つ
い
て
日
本
側
と
総
司
令
部
側
と
の
間
で
逐
条
審
議
の
検
討
作
業
が
行
わ
れ
た
が
、
前
述
の
ご
と
く

司
法
上
の
人
権
に
関
す
る
規
定
の
部
分
は
全
面
的
に
日
本
案
が
拒
否
さ
れ
、
こ
の
項
目
に
つ
き
審
議
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
専
ら
総
司

令
部
案
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
第
三
二
条
に
つ
い
て
は
総
司
令
部
側
の
意
見
に
基
づ
い
て
後
段
の
規
定
の
う
ち
、
子
①
　
ユ
臨
梓
　
o
喘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

巷
需
巴
8
葺
Φ
∩
o
¢
耳
ω
の
巷
芝
生
が
適
切
で
な
い
と
さ
れ
て
餌
8
0
ω
ω
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
法
定
の
手
続
の
保
障
を
定
め
た

同
条
前
段
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
検
討
作
業
の
結
果
作
成
さ
れ
た
案
文
は
次
々
と
総
理
官
邸
に
送
り
届
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
閣
議
用
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
四
〇
部
謄
写
版
で
刷
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
国
憲
法
「
三
月
五
日
案
」
と
な
る
。
そ
の
第
三
〇
条
は
前
述
の
ご
と
く
総
司
令
部
側

が
自
発
的
に
総
司
令
部
案
に
あ
っ
た
語
句
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
条
は
い
わ
く
、

　
「
第
三
十
条
　
何
人
モ
国
会
ノ
定
ム
ル
手
続
二
依
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
ノ
生
命
若
ハ
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
馬
弓
刑
罰
ヲ
科
セ
ラ
ル
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
無
カ
ル
ヘ
シ
又
何
人
モ
裁
判
所
二
出
訴
ス
ル
権
利
ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
」

　
こ
の
「
三
月
五
日
案
」
の
整
理
英
文
を
基
礎
に
し
て
日
本
側
と
し
て
字
句
の
整
理
そ
の
他
の
準
備
を
経
て
要
綱
の
形
で
発
表
す
る
こ

と
に
な
り
、
総
理
官
邸
に
お
い
て
要
綱
作
成
作
業
に
入
り
、
そ
の
作
業
は
こ
の
段
階
で
は
英
文
の
形
で
各
条
文
の
実
体
が
一
応
か
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

っ
て
い
る
の
で
、
英
文
を
動
か
さ
な
い
と
い
う
枠
の
中
で
日
本
文
の
表
現
を
整
え
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
と
い
う
方
針
で
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
完
成
さ
れ
た
要
綱
が
】
九
四
六
年
三
月
六
日
「
憲
法
改
正
草
案
要
綱
」
と
し
て
公
表
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
三
月
五
日
案
」
第

三
〇
条
後
段
の
「
何
人
モ
裁
判
所
二
出
訴
ス
ル
権
利
（
昏
Φ
「
茜
耳
o
h
四
〇
〇
①
器
8
昏
Φ
8
⊆
昌
ω
）
ヲ
官
田
ル
ル
コ
ト
無
カ
ル
ヘ
シ
」
は
、
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説量A
iτ冊

「
何
人
モ
裁
判
所
二
於
テ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
利
ヲ
手
鞠
ル
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
と
い
う
よ
う
に
い
わ
ば
「
三
月
二
日
案
」
の

第
二
十
七
条
の
規
定
に
近
い
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
後
に
み
る
よ
う
に
英
文
自
体
に
は

変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
「
要
綱
」
第
三
十
は
い
わ
く
、

　
「
第
三
十
何
人
ト
雌
モ
国
会
ノ
定
ム
ル
手
続
二
君
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
其
ノ
生
命
若
ハ
自
由
ヲ
奪
回
レ
又
ハ
刑
罰
ヲ
山
回
ラ
ル
ル
コ
ト

　
ナ
カ
ル
ベ
ク
何
人
モ
裁
判
所
二
上
テ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
利
ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
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な
お
佐
藤
達
夫
氏
に
よ
る
と
、
三
月
六
日
、
総
司
令
部
民
政
局
の
ハ
ッ
シ
中
佐
が
一
三
部
の
英
文
プ
リ
ン
ト
（
「
要
綱
」
の
日
本
語
原

文
の
正
確
な
公
式
訳
と
さ
れ
る
）
を
楢
橋
渡
内
閣
書
記
官
長
（
当
時
）
の
と
こ
ろ
に
持
参
し
て
そ
の
署
名
を
求
め
、
一
部
を
残
し
て
帰

っ
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
六
日
楢
橋
署
名
の
英
文
は
今
日
そ
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
と
佐
藤
達
夫
氏
は
記

　
　
　
（
1
8
）

し
て
い
る
が
、
こ
の
英
文
プ
リ
ン
ト
の
コ
ピ
ー
も
＝
二
ω
ω
①
く
℃
曽
O
①
誘
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
先
ず
扉
の
部
分
を
、
次
に
「
第

三
十
」
の
当
該
部
分
を
掲
げ
る
と
、

O
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①
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駿
凶
。
凶
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国
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ひ
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冒
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O
O
Z
ω
↓
一
↓
ご
↓
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Q
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Φ
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O
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凶
三
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≦
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7
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三
℃
o
「
ほ
。
剛
比
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（
国
⊆
ω
Q
自
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《
勺
鋤
O
臼
ω
N
？
】
）
占
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一
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〉
噌
二
〇
言
×
×
×
2
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冨
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o
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①
o
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昌
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ω
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一
二
コ
《
6
二
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昌
巴
ξ
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o
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雲
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①
o
ω
冨
ぴ
房
冨
α
げ
《
9
①
O
凶
①
8
ま
「
。
自
訂
＝
曽
コ
再
興
諺
。
ロ
9
自
〇
三
巴
9
0
ユ
α
q
窪
o
h
8
6
①
ω
q
自
8

葺
0
6
0
＝
「
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＝
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ω
ω
①
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勺
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ω
N
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「司法権の観念」論（再続）←一）

　
な
お
、
こ
の
「
要
綱
」
と
そ
の
英
訳
が
後
に
内
閣
に
お
い
て
活
版
印
刷
に
付
せ
ら
れ
、
そ
の
英
訳
の
内
容
は
、
前
記
三
月
六
日
の
楢

橋
書
記
官
長
署
名
英
文
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
要
綱
の
形
で
は
な
く
法
文
の
体
裁
と
な
っ
て
お
り
、
表
題
は
∪
勾
〉
閃
↓
O
O
Z
・

QD

~
一
目
α
目
一
〇
Z
O
閏
一
〉
℃
＞
Z
と
さ
れ
、
「
民
政
局
報
告
」
付
録
C
・
9
b
に
ω
国
O
O
Z
O
O
O
〈
国
君
Z
竃
国
Z
↓
O
閃
〉
喝
目
O
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

6
0
Z
Q
り
目
一
目
⊂
月
一
〇
2
（
O
簿
σ
剛
コ
簿
∪
「
自
。
h
こ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
三
月
六
日
の
「
要
綱
」
を
基
礎
に
し
て
、
さ
ら
に
総
司
令
部
に
お
い
て
再
起
草
案
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
検
討
さ
れ
た
模
様

が
＝
湯
ω
契
℃
碧
①
「
ω
の
中
に
収
録
さ
れ
た
コ
ピ
ー
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
要
綱
」
の
第
二
八
か
ら
第
三
五
ま

で
の
規
定
が
O
器
℃
「
0
8
ω
ω
9
ピ
¢
≦
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
法
定
の
手
続
の
保
障
と
裁
判
所
に
出
訴
す

る
権
利
（
裁
判
を
受
け
る
権
利
）
を
規
定
す
る
第
三
十
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
付
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
先

ず
前
記
コ
ピ
ー
の
全
体
の
標
題
は
、
ζ
①
ヨ
。
鑓
コ
α
9
お
9
①
費
。
。
沖
o
o
昌
磐
一
ε
二
〇
コ
9
。
民
巴
島
二
8
巴
α
「
駄
房
（
＝
窃
ω
①
蜜
「
o
℃
①
誘
N
。
。
－

じ
d
）
と
さ
れ
、
こ
の
中
に
自
重
鳥
芝
葺
8
コ
．
．
づ
0
8
ω
o
コ
お
血
目
津
。
｛
8
コ
口
葺
口
二
〇
コ
．
．
（
＝
口
ω
ω
①
《
℃
昌
①
冨
O
。
。
山
ム
）
と
の
標
題
を
も
つ
文

書
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
第
三
章
6
冨
冥
2
ω
空
ひ
Q
算
ω
p
a
U
三
6
ω
o
｛
チ
①
℃
①
o
且
①
）
に
含
ま
れ
る
従
来
の
「
要
綱
」
英
文
の
第
二
八

条
が
新
た
に
（
Z
①
≦
〉
三
〇
一
①
と
し
て
）
第
一
七
条
に
変
更
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
順
次
条
文
が
繰
り
上
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
従
来

の
第
三
〇
条
（
「
要
綱
」
第
三
十
）
は
第
一
九
条
と
な
り
、
手
書
き
の
ノ
ー
ト
で
は
次
の
文
言
が
注
釈
と
し
て
付
加
さ
れ
て
い
る
。
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概論

℃
曽
O
①
「
ω
ト
の
O
o
t
一
W
I
心
－
卜
⊃
）

　
結
局
こ
の
付
加
条
文
は
こ
の
ノ
ー
ト
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
だ
め
に
な
り
（
ひ
q
o
昌
①
）
」
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

下
に
「
要
綱
」
第
三
十
か
ら
第
一
九
条
に
変
更
さ
れ
、
前
記
文
言
を
条
文
化
し
た
も
の
が
付
加
さ
れ
た
条
項
を
示
す
と
、

　　　　　以
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ω
N
◎
Q
I
じ
u
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一
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こ
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
条
文
を
基
礎
に
第
三
章
の
規
定
を
さ
ら
に
八
つ
の
節
に
分
類
し
て
い
る
。

ー
ト
を
示
す
と
（
o
包
は
「
要
綱
」
英
文
の
条
文
を
さ
す
）
、

Z
o
8

　
0
げ
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O
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①
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下
に
先
ず
そ
の
手
書
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コ
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「司法権の観念」論（再続）（一）

　
以
上
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
た
ト
。
．
∪
器
勺
「
0
8
ω
ω
o
h
ピ
9
毛
の
節
の
中
に
先
の
変
更
さ
れ
た
新
た
な
第
一
七
条
か
ら
第
二
四
条
ま
で
の

規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
法
定
の
手
続
の
保
障
と
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
を
規
定
す
る
新
第
一
九
条
を
当
該
節
の
全
体

的
な
文
脈
で
把
握
す
る
た
め
に
、
以
下
に
煩
を
厭
わ
ず
千
重
一
七
条
か
ら
第
二
四
条
ま
で
の
規
定
を
示
す
と
、

U
二
q
国
℃
カ
O
O
国
Q
∩
ω

㌧〆

u
甑
O
一
①
×
）
（
＜
＝
H
　
×
＜
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z
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覆
・
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・
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・
け
冨
。
｛
§
・
・
鼠
け
ゴ
葺
g
9
・
琶
・
8
凶
・
量
・
α
・
旦
孝
養
琶
。
・
誓
言
舗
2
6
§
垂
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纒

津
く
一
」
O
の
u
り
国
Q
O
鑑
山
国
⊃
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committing　a　crime，　or　in　hot　pursuit．

　　　　Article　XXIX．　XVIII　No　person　shall　be　arrested　or　detained　without　being　at　once　informed　of　the

charges　against　him　or　without　the　immediate　privilege　of　counsel；he　shall　not　be　detained　without

adequate　cause；　and　upon　demand　of　any　person　such　cause　must　be　immediately　shown　in　open　court　in

his　presence　and　the　presence　of　his　counsel．

　　　　Article　XXX．　XIX　No　person　shall　be　deprived　of　life　or　liberty，　nor　shall　any　criminal　penalty　be

imposed，　except　according　to　procedure　established　by　the　Diet，　nor　shall　any　person　be　denied　the　right　of

access　to　the　courts．　Any　penalty　imposed　by　non－judicial　authority　is　reviewable　in　the　ordinary　courts．

　　　Article　XXXI．　XX　The　right　of　the　people　to　be　secure　in　their　persons，　homes，　papers　and　effects

against　entries，　searches　and　seizures　shall　not　be　impaired　except　upon　warrant　issued　only　for　probable

cause，　and　particularly　describing　the　place　to　be　searched　and　the　person　or　things　to　be　seized．

　　Each　search　or　seizure　shall　be　made　upon　separate　warrant　issued　for　the　purpose　by　a　competent　judicial

of且cer．

　　　Article　XXXII．　XXI　The　infliction　of　torture　by　any　public　othcer　and　cruel　punishments　are　absolute－

ly　forbidden．

　　　Article　XXXIII．　XXII　ln　all　criminal　cases　the　accused　shall　enjoy　the　right　to　a　speedy　and　public

trial　by　an　impartial　tribunal．

　　He　shall　be　permitted　full　opportunity　to　examin　all　witnesses，　and　he　shall　have　the　right　of　compulsory

。o

ゆ
一
鞄
。
っ
N



「司法権の観念」論（再続）←一一）

DUE　PROCESS　OF　LAW
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δ
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ω
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≦
コ
8
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Φ
ω
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ω
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二
∋
凶
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Φ
｛
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巴
月
雪
巳
緯
9
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二
∋
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謬
≦
器
8
日
∋
葺
。
負
。
門
o
h
≦
三
9
冨
7
β
。
ω
σ
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9
蝉
8
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8
山
●
（
＝
話
。
・
2
℃
9
。
需
「
ω
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山
－
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。
し
O
）

　
　
こ
こ
に
至
っ
て
総
司
令
部
側
が
明
確
に
法
定
の
手
続
の
保
障
と
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
を
規
定
す
る
新
寺
一
九
条
を
含
む
八
ケ
条

の
諸
規
定
を
U
二
①
牢
0
8
。
。
ω
o
h
ピ
拶
≦
と
し
て
総
括
し
位
置
づ
け
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。　

こ
の
の
ち
日
本
政
府
は
、
三
月
一
二
日
の
閣
議
で
こ
の
全
面
改
正
案
を
総
選
挙
後
の
特
別
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の

決
定
と
相
前
後
し
て
（
内
閣
）
法
制
局
に
お
い
て
法
制
局
と
関
係
各
省
庁
と
の
間
で
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
改
正
案
の
各
章
に
わ
た

っ
て
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
第
三
　
国
民
ノ
権
利
及
義
務
」
中
の
「
第
三
十
」
の
規
定
に
つ
い
て
は
三
つ
の
問

5923巻1号
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題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
『
国
会
ノ
定
ム
ル
手
続
』
ハ
『
法
律
ノ
定
ム
ル
手
続
』
ノ
方
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
（
委
任
ヲ
許
サ
ザ

ル
特
別
ノ
意
味
ア
リ
ヤ
）
」
「
『
其
ノ
生
命
若
ハ
自
由
云
々
』
ハ
独
立
ノ
条
項
ト
ス
ル
カ
、
然
う
ズ
ン
バ
、
『
死
刑
、
体
刑
其
ノ
他
ノ
刑
罰
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ト
ス
ル
ヲ
可
ト
セ
ズ
ヤ
」
「
『
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
利
』
ハ
第
三
十
三
ト
重
複
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
点
の
検
討
及
び

整
理
を
受
け
て
、
こ
れ
を
メ
モ
の
形
に
仕
上
げ
英
訳
し
た
も
の
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
第
三
〇
（
条
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定

が
基
本
的
事
項
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
第
二
七
（
条
）
の
次
に
移
し
、
且
つ
9
Φ
口
過
耳
o
h
碧
。
①
ω
ω
8
窪
①
o
o
主
星
ω
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

部
分
を
独
立
の
条
文
に
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
側
の
申
し
出
は
四
月
二
日
の
総
司
令
部
と
の
第
一
回
の
交
渉
に
お

い
て
諒
承
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
「
国
会
ノ
定
ム
ル
手
続
」
を
「
法
律
（
す
乙
ノ
定
ム
ル
手
続
」
と
改
め
る
こ
と
も
、
こ
の
、
．
一
己
埼
．
、
を
国
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

で
制
定
さ
れ
る
も
の
に
限
る
こ
と
を
条
件
に
総
司
令
部
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
要
綱
」
第
三
〇
（
条
）
の

規
定
の
前
半
の
部
分
「
何
人
ト
錐
モ
法
律
ノ
定
ム
ル
手
続
二
依
ル
三
跡
ザ
レ
バ
其
ノ
生
命
若
樹
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
刑
罰
ヲ
科
セ
ラ
ル

ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
ク
」
が
独
立
の
条
文
と
し
て
新
栄
二
八
条
と
な
り
、
同
じ
く
後
半
の
部
分
「
何
人
モ
裁
判
所
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権

ヲ
奪
ハ
ル
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
が
同
様
に
独
立
の
条
文
と
し
て
新
第
二
九
条
と
な
る
。

　
こ
の
第
一
回
の
交
渉
に
続
い
て
第
二
回
の
交
渉
が
申
し
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
英
文
メ
モ
（
見
出
し
は

．
．
閃
⊆
「
子
臼
。
げ
ω
①
署
自
。
口
。
塁
。
コ
θ
げ
Φ
∪
轟
津
O
o
コ
ω
θ
ぎ
二
8
．
、
）
が
用
意
さ
れ
る
が
、
前
記
の
新
第
二
九
条
に
は
言
及
さ
れ
て
い
ず
、
新

第
二
八
条
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
α
①
胃
凶
く
①
α
o
h
霞
①
（
生
命
…
…
奪
ハ
レ
）
」
の
部
分
に
つ
き
、
こ
れ
は
刑
罰
に

よ
る
場
合
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
以
下
の
よ
う
な
改
訂
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
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（
2
3
）

（
何
人
モ
法
律
ノ
定
ム
ル
手
続
二
巴
ラ
ズ
シ
テ
身
体
ヲ
害
セ
ラ
レ
、
自
由
ヲ
奪
ハ
レ
又
ハ
刑
罰
二
処
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
）

「司法権の観念」論（再続）（一一）

　
こ
の
日
本
側
の
改
訂
案
は
四
月
九
日
の
第
二
回
の
交
渉
に
お
い
て
、
新
第
二
八
条
に
つ
い
て
は
言
ξ
6
「
§
貯
巴
O
①
日
影
蔓
（
刑
罰
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
「
四
ξ
o
昏
興
6
「
巨
峯
座
学
ロ
餌
ξ
（
其
ノ
他
ノ
刑
罰
と
と
改
め
る
こ
と
で
妥
協
が
成
立
す
る
。
引
き
続
き
四
月
一
二
日
差
も
第
三

回
の
要
綱
訂
正
の
交
渉
が
も
た
れ
る
が
、
も
は
や
前
記
ニ
ケ
条
の
規
定
は
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
か
く
し
て
要
綱
訂
正
の
交
渉
と
併
行
し
て
草
案
口
語
化
の
作
業
が
行
わ
れ
、
四
月
五
日
に
完
成
し
た
口
語
化
第
一
次
案
を
さ
ら
に
推

敲
し
総
司
令
部
と
の
交
渉
に
よ
る
修
正
も
加
え
て
四
月
＝
二
日
に
第
二
次
案
（
「
憲
法
改
正
草
案
（
四
月
＝
二
日
草
案
）
」
）
が
作
成
さ
れ

る
。
同
案
に
は
総
司
令
部
と
の
交
渉
の
結
果
に
よ
る
変
更
と
と
も
に
日
本
側
限
り
で
修
正
し
た
点
も
存
す
る
。
そ
の
う
ち
前
記
ニ
ケ
条

の
規
定
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
第
三
章
　
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」
の
各
条
項
の
規
定
は
国
民
を
対
象
と
す
る
と
い
う
前
提
で
、

「
要
綱
」
の
「
何
人
モ
」
と
い
う
表
現
が
「
す
べ
て
国
民
は
」
に
変
更
さ
れ
る
。
た
だ
、
英
文
の
方
は
第
＝
二
条
の
づ
両
三
鉱
を
削
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

外
は
特
に
需
「
ω
o
昌
を
℃
①
o
覧
①
に
改
め
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
以
下
に
「
憲
法
改
正
草
案
（
四
月
＝
二
日
草
案
）
」
第
二
八
条

並
び
に
第
二
九
条
を
示
す
と
、

　
「
第
二
十
八
条
　
す
べ
て
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
生
命
若
し
く
は
自
由
を
奪
は
れ
、
又
は
そ
の
他
の

　
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
第
二
十
九
条
　
す
べ
て
国
民
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
。
」

　
け
れ
ど
も
四
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
ケ
ー
デ
ィ
ス
大
佐
と
の
会
談
に
お
い
て
、
日
本
側
が
変
更
し
た
「
す
べ
て
国
民
は
」
と
い
う
表

現
は
総
司
令
部
側
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
、
結
局
従
前
の
「
何
人
も
」
に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
の
草
案
の
調
整
を
経
て
四
月

6123巻1号
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一
七
日
に
英
訳
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
「
憲
法
改
正
草
案
」
（
〈
局
凶
コ
巴
】
）
茜
津
。
こ
里
国
コ
①
ω
①
O
o
屋
葺
＝
戯
8
＞
）
の
第
二
八
条
及
び
第

二
九
条
は
双
方
と
も
先
の
「
四
月
＝
二
日
草
案
」
の
「
す
べ
て
国
民
は
」
が
「
何
人
も
」
に
変
更
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
以
下
に
は

そ
の
英
訳
文
の
み
を
掲
げ
る
。
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（
2
7
）

　
　
〉
「
二
〇
一
①
×
×
一
×
　
Z
o
O
Φ
「
ω
o
昌
ω
ゴ
巴
一
げ
①
α
9
層
畳
葺
①
「
一
α
q
算
。
｛
碧
8
の
ω
8
9
①
8
貫
目
。
。
・

　
な
お
、
陽
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
草
案
」
発
表
後
、
四
月
二
七
日
付
け
で
司
法
省
刑
事
局
か
ら
詳
細
な
意
見
書

が
出
さ
れ
、
三
部
か
ら
な
る
同
意
見
書
中
、
第
こ
の
も
の
（
〈
憲
法
草
案
第
三
章
中
刑
事
司
法
関
係
部
分
に
つ
い
て
の
意
見
〉
）
に
お
い

て
、
「
草
案
」
第
二
八
条
以
下
各
案
に
つ
い
て
の
修
正
案
及
び
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
草
案
」
第
二
九
条
は
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
唯
刑
事
に
限
ら
な
い
の
で
、
条
文
の
文
言
は
そ
の
ま
ま
で
、
第
二
八
条
へ
と
条
文
の
位
置
を
変
更
さ
れ
て
お
り
、

且
つ
同
条
は
陪
審
、
参
審
等
の
採
用
に
も
支
障
な
き
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
草
案
」
第
二
八
条
と
第
三
六
条
と
を
一
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ま
と
め
て
修
正
を
加
え
て
第
二
九
条
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
の
ち
「
草
案
」
は
四
月
一
七
日
に
先
ず
枢
密
院
に
下
付
さ
れ
、
五
月
二
二
日
の
吉
田
内
閣
の
成
立
に
伴
い
、
一
旦
撤
回
さ
れ
同

月
二
七
日
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
も
の
が
再
び
諮
詞
さ
れ
、
五
月
二
九
日
に
一
応
の
質
疑
応
答
が
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
枢
密
院
の

審
査
委
員
会
の
審
議
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
主
要
論
点
の
一
つ
と
し
て
「
草
案
」
第
二
八
条
の
規
定
す
る
「
法
律
の
定
め
る
手
続
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
同
齢
七
三
条
の
規
定
す
る
最
高
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
質
問
（
林
頼
三
郎
委
員
）
が
出
さ
れ
て



「司法権の観念」論（再続）（一一）

い
臥
麗
、
配
慮
二
九
条
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
「
草
案
」
は
六
月
八
日
枢
密
院
本
会
議
に
お
い

て
可
決
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
再
諮
詞
の
際
草
案
に
加
え
ら
れ
た
修
正
鯉
を
取
り
入
れ
て
表
現
上
の
訂
正
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
帝
国
憲
法
改
正
案
」
と
し
て
六
月
二
〇
日
に
第
九
〇
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。
先
ず
衆
議
院
に
お
い
て
は
本
会
議
で

の
提
案
理
由
の
説
明
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
質
疑
に
続
い
て
「
改
正
案
」
は
同
院
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
会
、
さ
ら
に
帝
国
憲
法
改

正
案
委
員
小
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
前
記
ニ
ケ
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
枢
密
院
審
議
に
お
け
る
と
同
様
に
「
改
正
案
」
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
1
）

二
八
条
の
「
法
律
の
定
め
る
手
続
」
と
第
七
三
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
小
委
員
会
で
一
応

ま
と
ま
っ
た
修
正
案
が
八
月
五
日
「
仮
刷
」
と
し
て
印
刷
さ
れ
る
が
、
そ
の
「
第
三
章
」
に
お
い
て
は
、
第
一
〇
条
、
第
一
七
条
及
び

第
三
〇
条
が
新
た
に
付
加
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
「
改
正
案
」
第
二
八
条
は
第
三
一
条
に
、
同
じ
く
第
二
九
条
は
第
三
二
条
と
な
る
。
さ

ら
に
こ
の
修
正
案
に
修
正
を
加
え
た
も
の
が
八
月
二
四
日
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
修
正
可
決
さ
れ
る
が
、
前
記
ニ
ケ
条
は
条
数
、
文

言
と
も
に
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
衆
議
院
の
修
正
可
決
に
伴
い
、
先
の
〈
b
胃
〉
聞
↓
O
O
Z
Q
っ
↓
一
目
¢
↓
一
〇
Z
O
閏
一
〉
℃
＞
2
＞
（
「
要

綱
」
の
英
訳
文
）
に
修
正
の
部
分
及
び
総
司
令
部
と
の
打
合
わ
せ
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
部
分
な
ど
の
調
整
を
加
え
て
く
b
錘
津
　
o
｛

冒
O
雪
①
ω
①
O
o
昌
ω
簿
二
甑
。
づ
（
霧
四
隣
①
a
①
α
げ
《
9
①
＝
o
¢
ω
①
o
h
幻
8
冷
ω
①
葺
黒
凶
〈
①
ρ
〉
犀
讐
ω
θ
N
倉
一
逡
9
＞
と
の
標
題
を
も
つ
活
版
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

が
作
成
さ
れ
る
が
、
同
じ
く
前
記
ニ
ケ
条
に
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
続
い
て
貴
族
院
に
お
い
て
も
衆
議
院
と
同
様
に
本
会
議
で
の
提
案
理
由
の
説
明
及
び
衆
議
院
の
修
正
の
説
明
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
質

疑
を
経
て
、
「
改
正
案
」
は
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
会
さ
ら
に
帝
国
憲
法
改
正
案
特
別
委
員
小
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も

さ
ら
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
一
〇
月
六
日
貴
族
院
本
会
議
に
お
い
て
修
正
可
決
さ
れ
る
が
、
や
は
り
前
記
二
ヶ
条
に
つ
い
て
は
変
更
は

加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
仁
心
〇
月
七
日
こ
の
修
正
可
決
さ
れ
た
貴
族
院
回
付
案
を
衆
議
院
が
可
決
す
る
。
そ
し
て
こ
の
帝
国
憲
法
改
正

案
は
帝
国
議
会
に
お
い
て
修
正
議
決
さ
れ
た
た
め
に
一
〇
月
一
二
日
再
び
枢
密
院
に
諮
詞
さ
れ
、
一
〇
月
二
九
日
枢
密
院
本
会
議
に
お
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い
て
朝
草
案
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
帝
国
憲
法
改
正
案
は
「
日
本
国
憲
法
」
と
し
て
一
一
月
三
日
の
官
報
号
外

に
公
布
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
英
訳
文
が
英
文
官
報
（
O
国
国
Ω
〉
い
O
＞
N
国
↓
↓
戸
国
2
0
＝
ω
＝
国
∪
一
↓
δ
Z
）
に
登
載
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
以
下
に
改
め
て
第
三
二
条
（
日
本
文
及
び
英
訳
文
）
を
示
す
と
、

　
「
第
三
十
二
條
　
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
擢
利
を
奪
は
れ
な
い
。
」
（
＝
器
ω
Φ
鴇
勺
蝉
冨
房
一
㊤
占
）
高
－
刈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
〉
『
自
色
Φ
ω
P
　
Z
o
O
①
『
ω
8
ω
げ
巴
一
9
山
①
三
巴
9
Φ
「
凶
ぴ
q
葺
。
｛
8
8
霧
8
些
0
8
白
酢
ω
●
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以
上
み
て
き
た
よ
う
に
総
司
令
部
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
並
び
に
一
連
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
各
保
障
規
定

を
総
司
令
部
側
が
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ブ
・
ロ
ー
と
し
て
把
握
し
て
い
た
意
図
は
日
本
側
に
正
確
に
伝
わ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
帝

国
憲
法
改
正
案
を
審
議
し
た
第
九
〇
帝
国
議
会
の
ど
の
審
議
段
階
に
お
い
て
も
、
主
権
、
天
皇
制
、
戦
争
放
棄
と
い
っ
た
問
題
点
に
関

心
が
集
中
し
、
裁
判
所
に
出
訴
す
る
権
利
等
の
手
続
的
権
利
に
は
総
じ
て
関
心
が
払
わ
れ
ず
、
具
体
的
論
点
と
し
て
議
論
の
姐
上
に
載

せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
英
文
自
体
は
総
司
令
部
案
の
巷
冨
巴
か
ら
碧
8
霧
に
変
更
さ
れ
、
英

米
法
に
お
け
る
権
利
上
訴
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
む
し
ろ
自
由
権
的
意
味
合
い
（
閏
お
①
自
。
ヨ
。
｛
昌
胃
。
碧
ゴ
霞
o
o
ヨ
ヨ
⊆
巳
8
二
〇
巳
を

有
す
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
日
本
文
は
「
三
月
二
日
案
」
の
段
階
か
ら
「
法
律
ノ
定
ム
ル
裁
判
官
ノ
裁
判
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
」
と
い
う
よ

う
に
合
衆
国
憲
法
で
い
う
な
ら
ば
修
正
第
六
条
の
「
迅
速
で
公
開
の
正
式
事
実
審
理
を
受
け
る
権
利
（
9
①
「
凶
α
q
耳
8
餌
ω
需
①
身
碧
α

薯
げ
一
凶
。
鼠
巴
）
」
（
田
中
英
夫
教
授
訳
）
あ
る
い
は
「
要
綱
」
第
三
十
三
の
英
訳
文
（
＞
a
色
①
×
×
×
目
ご
に
近
い
も
の
に
変
更
さ
れ
、
日

本
人
に
と
っ
て
は
馴
染
み
の
あ
る
明
治
憲
法
第
二
四
条
の
規
定
の
表
現
が
用
い
ら
れ
、
現
行
憲
法
第
三
二
条
の
「
裁
判
所
に
お
い
て
裁

判
を
受
け
る
権
利
」
と
い
う
表
現
に
落
ち
着
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
英
文
に
対
し
て
言
わ
ば
日
本
の
従
来
の
法
制
度
に
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

せ
た
意
訳
で
あ
る
が
、
日
本
語
訳
と
し
て
の
適
否
の
問
題
は
残
る
と
し
て
も
、
新
し
い
憲
法
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
国
民
に
と



っ
て
は
わ
か
り
易
か
・
た
の
か
も
し
れ
轟
・
前
記
総
司
令
部
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
日
本
国
憲
法
制
定
策
第
三
二
条
の
運
用
を
通

じ
て
十
分
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、
憲
法
制
定
過
程
に
お
い
て
総
司
令
浜
側
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
日
本
側
起
草
担
当
者
が
制
定
後
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
意
図
を
再
認
識
し
て
、
関
係
機
関
を
通
じ
て
そ
れ
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
期
待
薄
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
憲
法
公
布
後
の
総
司
令
部
側
に
と
っ
て
も
そ
れ
を
指
導
す
る
に

は
時
間
的
余
裕
が
無
か
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
今
後
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
総
司
令
部
側
の
意
図
（
制
定
者
意
思
）
を
現

行
の
憲
法
の
枠
組
の
中
で
活
か
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
理
論
枠
組
が
構
築

さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
、
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
は
先
ず
従
来
の
学
説
、
判

例
の
理
論
形
成
を
跡
づ
け
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
款
に
お
い
て
こ
の
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
に
関
す

る
学
説
、
判
例
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

「司法権の観念」論（再続）（一）

（
1
）
高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
編
著
『
日
本
国
憲
法
法
制
定
の
過
程
1
』
（
一
九
七
二
）
二
三
四
－
二
三
五
頁
参
照
。

（
2
）
　
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
田
中
英
夫
教
授
は
、
「
司
法
上
の
人
権
」
の
節
の
第
一
次
試
案
の
起
草
者
は
他
の
三
つ
の
節
の
部
分
と
別
人
、
つ
ま
り
人
権
の

　
章
の
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
ラ
ウ
エ
ル
（
あ
る
い
は
小
委
員
会
の
第
一
次
試
案
起
草
に
ラ
ウ
エ
ル
が
積
極
的
に
関
与
し
た
）
だ
っ

　
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
推
量
さ
れ
て
い
る
。
田
中
英
夫
『
憲
法
制
定
過
程
覚
え
書
』
（
一
九
七
九
）
一
三
六
頁
、
一
四
九
頁
参

　
照
。

（
3
）
前
掲
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
1
』
二
二
八
－
二
二
九
頁
参
照
。

（
4
）
　
日
本
語
訳
は
前
掲
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
1
』
二
二
九
頁
に
依
る
。

（
5
）
　
佐
藤
達
夫
著
、
佐
藤
功
補
訂
『
日
本
国
憲
法
成
立
史
』
第
三
巻
（
平
成
六
年
）
三
七
頁
参
照
（
以
下
『
成
立
史
』
と
略
記
）

6523巻1号



説論

（
6
）
　
前
掲
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
H
』
一
八
五
一
一
八
六
頁
参
照
。

（
7
）
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
七
一
－
七
二
頁
参
照
。

（
8
）
　
内
藤
頼
博
「
終
戦
後
の
司
法
制
度
改
革
の
経
過
」
司
法
研
究
報
告
書
第
八
輯
第
一
〇
号
（
｝
九
五
九
）
第
｝
分
冊
一
二
一
、
一
二
三
頁
参
照
。

（
9
）
　
前
掲
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
H
』
一
八
三
頁
及
び
『
成
立
史
』
第
三
巻
七
九
頁
参
照
。

（
1
0
）
笹
川
隆
太
郎
・
布
田
勉
「
憲
法
改
正
草
案
要
綱
の
成
立
の
経
緯
ω
1
日
下
側
携
行
案
の
英
訳
文
を
中
心
と
す
る
再
検
討
1
」
石
巻
専
修
大
学
経
営
学
研

　
　
究
第
三
巻
第
】
号
（
平
成
三
年
）
六
〇
1
六
三
頁
参
照
。

（
1
1
）
　
笹
川
・
布
田
・
前
掲
論
文
六
三
頁
参
照
。

（
1
2
V
　
松
井
茂
記
『
裁
判
を
受
け
る
権
利
』
（
一
九
九
三
）
一
＝
二
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
芦
部
信
喜
編
『
憲
法
m
人
権
ω
』
（
↓
九
八
一
）
二
八
一
頁
（
芦
部
執
筆
）
参
照
。

（
1
4
）
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
　
二
六
頁
参
照
。

（
1
5
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
一
五
「
頁
参
照
。

（
1
6
）
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
「
六
七
頁
参
照
。

　
　
　
な
お
同
案
に
は
総
司
令
部
で
整
理
さ
れ
た
英
文
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
三
月
五
日
に
白
洲
次
郎
氏
（
当
時
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
次
長
）
に
よ
っ
て

　
　
】
○
部
総
理
官
邸
に
届
け
ら
れ
、
佐
藤
達
夫
氏
の
手
元
に
】
部
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
一
五
三
頁
一
五
七
－
一
五
八
頁

　
　
参
照
。
こ
の
三
月
五
日
案
整
理
英
文
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
佐
藤
達
夫
関
係
文
書
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。

　
　
た
だ
、
少
な
く
と
も
同
案
整
理
英
文
第
三
〇
条
後
段
の
「
裁
判
所
二
出
訴
ス
ル
権
利
」
に
相
当
す
る
英
語
の
語
句
が
．
、
9
①
「
陣
σ
q
鐸
o
h
9
・
8
①
湊
8
9
①

　
　
6
0
貫
窮
．
．
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
「
八
二
頁
参
照
。
こ
の
英
文
を
基
礎
に
次
の
「
要
綱
」
が
作
成

　
　
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
7
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
一
七
五
頁
参
照
。

（
1
8
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
「
七
五
－
一
七
六
頁
参
照
。
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「司法権の観念」論（再続）（一）

（
1
9
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
二
〇
〇
頁
参
照
。

（
2
0
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
二
四
五
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
二
八
七
頁
参
照
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
二
九
四
頁
参
照
。

（
2
3
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
〇
二
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
＝
二
頁
参
照
。

（
2
5
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
二
六
－
三
二
八
頁
参
照
。

（
2
6
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
三
九
頁
参
照
。

（
2
7
）
　
清
水
伸
編
著
『
逐
条
日
本
国
憲
法
審
議
録
〔
増
訂
版
〕
』
第
四
巻
（
昭
和
五
一
年
）
四
四
六
頁
参
照
。

（
2
8
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
五
〇
頁
、
三
五
二
頁
註
（
2
）
参
照
。

（
2
9
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
三
九
八
頁
参
照
。

（
3
0
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
三
巻
四
三
〇
1
四
三
三
頁
参
照
。

（
3
1
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
四
巻
六
一
〇
頁
参
照
。

（
3
2
）
　
前
掲
『
成
立
史
』
第
四
巻
八
七
六
－
八
七
九
頁
参
照
。

（
3
3
）
　
こ
の
英
訳
文
は
外
務
省
終
戦
連
絡
事
務
局
と
（
内
閣
）
法
制
局
と
の
協
議
の
上
で
調
整
さ
れ
た
結
果
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
『
成
立
史
』

　
第
四
巻
一
〇
＝
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
＝
＝
器
①
＜
勺
碧
臼
ω
に
は
そ
の
リ
ス
ト
に
牢
ヨ
罐
α
国
＝
σ
q
雪
げ
け
轟
⇒
匹
p
二
〇
コ
o
h
話
≦
ω
①
α
8
コ
。
。
藩
祖
ユ
8
ω
茜
コ
①
α

　
9
＝
遷
9
。
ω
三
冒
貰
b
。
）
ω
」
一
。
＆
と
記
述
さ
れ
た
文
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
書
は
一
脈
℃
島
国
〉
い
一
》
℃
＞
Z
国
Q
o
国
O
O
＜
製
出
Z
ζ
南
Z
目
と
頭

　
書
き
さ
れ
た
用
箋
に
O
国
勾
↓
H
国
国
U
O
二
季
9
＞
い
国
Z
O
⊆
Q
り
＝
↓
勾
》
Z
ω
ぴ
〉
↓
δ
2
0
閃
↓
＝
国
O
O
2
ω
目
↓
¢
目
O
Z
O
閏
』
〉
℃
＞
Z
牢
。
ヨ
巳
－

　
ぴ
q
讐
①
α
o
コ
θ
三
a
匹
塁
o
h
Z
o
＜
①
ヨ
げ
①
5
一
罐
①
と
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
字
さ
れ
、
当
時
の
内
閣
書
記
官
長
（
昭
和
二
二
年
五
月
三
日
内
閣
官
房
長
官
と

　
　
改
称
）
林
譲
治
氏
の
一
9
一
＝
帥
旨
ω
三
〇
眠
Φ
｛
ω
①
臼
o
S
曙
。
｛
3
①
O
国
げ
ぎ
簿
と
い
う
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
＝
窃
ω
①
《
地
厚
①
「
ω
一
㊤
－
∪
－
申
一
）
ま
た
、
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説論

　
　
議
会
の
審
議
も
終
わ
っ
た
段
階
で
総
司
令
部
側
か
ら
、
現
在
の
英
文
か
ら
全
く
離
れ
て
、
議
会
で
可
決
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
を
逐
語
訳
し
た
も
の
を
改
め

　
　
て
提
出
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
直
訳
化
作
業
の
経
緯
に
つ
い
て
当
時
終
戦
連
絡
事
務
局
の
政
治
部
政
治
課
に
配
属
さ
れ
て
い

　
　
た
藤
崎
萬
里
氏
が
言
及
し
て
い
る
。
藤
崎
萬
里
「
司
令
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
内
閣
法
制
局
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
内
閣
法
制
局
の
回
想
』
（
昭
和

　
　
六
〇
年
）
一
七
〇
頁
及
び
前
掲
『
成
立
史
』
第
四
巻
「
○
一
四
1
一
〇
…
五
頁
参
照
。

（
3
4
＞
　
江
藤
倹
泰
教
授
は
、
日
本
国
憲
法
上
の
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
と
い
う
受
動
的
表
現
を
問
題
と
さ
れ
、
「
日
本
国
憲
法
の
下
に
お
い
て
は
、
『
裁
判
を

　
　
要
求
す
る
権
利
』
あ
る
い
は
「
裁
判
を
求
め
る
権
利
」
と
い
う
言
葉
が
当
然
に
選
択
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
」

　
　
と
述
べ
て
い
る
。
同
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
小
林
孝
輔
教
授
還
暦
記
念
『
現
代
法
の
諸
領
域
と
憲
法
理
念
』
（
一
九
八
三
）
四
八
三
頁
参
照
。

（
3
5
）
前
記
藤
崎
萬
里
氏
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
、
原
文
を
直
訳
し
た
の
で
は
日
本
国
民
に
分
か
り
難
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る

　
　
意
訳
が
行
わ
れ
た
。
」
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
総
司
令
部
の
方
で
は
英
文
と
日
本
文
の
間
に
ず
れ
が
あ
る
の
で

　
　
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
藤
崎
・
前
掲
書
】
六
九
－
一
七
〇
頁
参
照
。
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